
令和 7年度 第 1回 学校関係者評価委員会 議事録 

 

 
◆日時  令和 7年 6月 5日（木）10：00～11：00 
        

◆会場  大阪 ECO動物海洋専門学校 ７F 701教室 

         

【学校関係者委員】 

業界代表  大下 勲  堺市獣医師会会長 大下動物病院院長 

保護者代表 中澤 絵里 

卒業生代表 吉本 喬  2006 年度エコ・コミュニケーション科卒業生 

地域代表  白國 哲治 大阪市西区民生委員 

 

学校教職員 

松浦 英二、村井 研太、城者 定史、粟津 邦彦、松村 健治、前川 宏希（議事録） 

 

開会の挨拶 松浦 学校長より 

本日はお集まりいただき誠にありがとうございます。 

今年はエコ・テクノロジー科の 1 期生が卒業を迎える年で、就職にむけて準備をしており

ます。大阪 ECO としては 4 年制の新しい卒業生ですので、しっかりとサポートしていきた

いと思っております。 

 

学校関係者評価委員開催について 粟津副校長 

事前にお配りした自己点検自己評価のシートを元に本日はご説明をさせていただきたいと

思います。重要事項を中心にお話させていただきます。 

 

令和 6 年度 自己点検自己評価報告 

1. 教育理念・目的・育成人材像 

滋慶学園の創立から変わらず『職業人教育を通じて社会に貢献する』ことをミッションに、

３つの教育理念【実学教育・人間教育・国際教育】４つの信頼【学生保護者からの信頼、業

界からの信頼、高校からの信頼、地域からの信頼】を実践しています。 

今年は神戸市にある atoa との企業プロジェクトが産学連携の目玉になる見込みです。 

加えて、長崎バイオパークや須磨水族館等、多くの企業と連携し、業界から求められる人材

の育成に努めたいと思います。 

 

 



業界代表 大下さまより 

わたしの病院にも ECO 動物看護師の学生が実習に来てくれています。 

真面目な学生ですが、積極性をもう少し努力していただけたらと思います。 

 

2．学校運営 

5 年間を一つのタームとして、中長期的な事業計画を作成しています。 

2024 年度のトピックスとして、在校生の退学率が 4.1％となり昨年から退学率が上がりま

した。要因としては、新入生の入学後すぐに登校ができなくなる学生が増加していることが

要因で早期の学生サポートが重要だと考えています。 

 

地域代表 白國さまより 

学校運営は退学率という数字だけでなく、日頃の学校生活の満足度に影響すると考えます。 

日頃から学校の先生と学生の接点を多く作ってください。 

 

3．教育活動 

昨年から引き続き合理的配慮を希望される学生が増加しています。 

特に LGBT の課題を抱える学生には担任だけでなく、専門のカウンセラーも一緒に関わる

ことが重要と判断し、２F には多目的トイレとして男女共用のトイレと更衣室を作りました 

 

 

地域代表 白國さまより 

LGBT の配慮は非常に良い取り組みだと思いますが、学生のプライバシーにも関わる大き

な課題ですので、慎重に対応をお願いします。 

 

4.教育成果 

コロナ期から継続してコミュニケーションの課題があります。加えて、先ほど大下先生から

もお話のあった積極性の課題は多くの企業様から要望をいただいているところです。 

スモールステップを設け、学生が自信をもてる教育カリキュラムを構成し、教育成果に繋げ

たいと思っています。 

 

業界代表 大下さまより 

先ほどもお話させていただいたのですが、積極性は学生の個人の問題というよりも社会背

景に起因することも大きいと思います。ただ、環境に要因を固定するのではなく、教育の力

で改善を求めます 

 

 



5.学生支援 

学費支援や学生生活サポートだけでなく、昨年より国家試験対策センターとの連携を強化

し、国家試験に不合格になった学生について、卒業後も合格できるまでサポートできる体制

を作りました。 

 

保護者代表 中澤さまより 

今年から弟がお世話になります。 

姉も学校生活は楽しく過ごさせていただいたので、これからも宜しくお願いします。 

学費面も相談にのっていただいてありがとうございました。 

 

 

6.教育環境 

学内には 150 種類 500 頭羽以上の動物が生活し、動物と日常的に触れ合いながら学ぶこと

ができる学習環境を整備しています。 

今年はカワウソが新しく来る予定をしております。帰りに是非ご覧下さい 

 

業界代表 大下さまより 

多くの動物と学べるのは非常にいいことですが、カワウソは受傷事故には気を付けてくだ

さい。 

 

7.学生の募集と受け入れ 

2023 年度入学生は入学定員 520 名に対して 525 名入学 

2024 年度入学生は入学定員 520 名に対して 538 名入学となりました。 

課題であった 4 年制のエコ・テクノロジー科の入学者が増加し、学校としては適正な学生

募集が行えたと思っています。 

 

 

8.財務 

事業計画を元に収支計画を立てて学校運営を行っております。 

財務情報はホームページにも公開し、第三者監査も受けております。 

 

地域代表 白國さまより 

今年から多子世帯の奨学金が開始になったとニュースで見ました。どんな内容ですか？ 

→資料をお渡しさせていただきますのでご確認いただけたらと思います。 

 

 



9.法令等の遵守 

南海トラフ地震にそなえて、各教室にアクションカードを設置し、万が一の災害に対しても

誰もが迅速に行動できいるように準備しました。 

また、地域の方の避難拠点として防災の自動販売機の設置、災害用のトイレや毛布も見直し

ました。 

 

地域代表 白國さまより 

このあたりは大規模の商業施設も少なく避難所になりえる物件が少ないので、備えていた

だけるのは非常に心強いです。 

 

 

10.社会貢献 

昨年はようやく人数制限なく学園祭を開催することができました。 

また、飼育室の開放や水族館の見学会も従来通り行うことができ、一層地域からの信頼を意

識した学校運営を心掛けたいと思います。 

 

 

地域代表 白國さまより 

地域の皆さんも動物を見るのが楽しみにしてくれています。 

迷惑というとおかしな話ですが、良い学園祭の運営をお願いします。 

 

 

学校関係者評価シートは 6 月 25 日までに返送をお願いします。 

 

 

 

 


